
平
成
二
十
六
年
十
月
十
七
日
提
出

質

問

第

三

四

号

第
百
八
十
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
学
校
教
育
法
の
附
帯
決
議
と
文
部
科
学
省
の
事
務
連
絡
の
関
係

に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

大

熊

利

昭

34



第
百
八
十
六
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
た
改
正
学
校
教
育
法
の
附
帯
決
議
と
文
部
科
学
省
の
事
務
連
絡
の
関
係

に
関
す
る
質
問
主
意
書

第
百
八
十
六
回
国
会
に
お
い
て
可
決
成
立
し
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
に
施
行
さ
れ
る
改
正
学
校
教
育
法
に
は
、
衆
議
院

お
よ
び
参
議
院
に
お
い
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
附
帯
決
議
の
中
で
、
「
私
立
大
学
の
自
主
性
・
自
律

性
・
多
様
性
、
学
問
分
野
や
経
営
規
模
な
ど
各
大
学
の
実
態
に
即
し
た
改
革
が
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。
」
が
政
府
お

よ
び
関
係
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
平
成
二
十
六
年
八
月
二
十
九
日
付
の
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
大
学
振
興
課
お
よ
び
国
立
大
学
法
人
支
援
課
発
の

「
事
務
連
絡
」
（
以
下
、
「
事
務
連
絡
」
と
す
る
）
に
は
、
「
大
学
に
お
け
る
内
部
規
則
・
運
用
見
直
し
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

（
学
校
教
育
法
の
改
正
関
係
）
」
「
大
学
に
お
け
る
内
部
規
則
・
運
用
見
直
し
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
国
立
大
学
法
人
法
の
改
正

関
係
）
」
（
資
料
�
）
が
付
さ
れ
、
「
ご
活
用
い
た
だ
き
、
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」
と
あ
る
。
さ
ら

に
、
「
事
務
連
絡
」
に
は
、
「
今
後
の
内
部
規
則
等
の
総
点
検
・
見
直
し
の
進
め
方
に
つ
い
て
」
（
資
料
�
）
と
し
て
「
タ
イ

ム
テ
ー
ブ
ル
」
を
示
し
、
平
成
二
十
六
年
十
二
月
中
旬
に
は
「
総
点
検
・
見
直
し
の
進
捗
状
況
調
査
」
を
、
平
成
二
十
七
年
四

月
末
に
は
「
総
点
検
・
見
直
し
の
結
果
調
査
」
を
行
う
と
し
て
い
る
。

一



こ
の
点
に
関
し
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

「
事
務
連
絡
」
の
別
添
資
料
（
資
料
�
）
の
一
ペ
ー
ジ
目
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
学
校
教
育
法
の
改
正
関
係
）
に
あ
げ
て

い
る
「
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
お
よ
び
「
具
体
的
な
確
認
事
項
」
は
、
全
て
の
私
立
大
学
に
対
し
て
、
全
て
の
国
公
立
大
学

と
同
様
に
適
用
さ
れ
、
規
則
・
運
用
の
見
直
し
が
な
さ
れ
て
い
る
か
い
な
い
か
を
、
同
一
の
基
準
で
判
断
す
る
か
。

二

「
事
務
連
絡
」
の
別
添
資
料
（
資
料
�
）
の
「
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
」
は
、
全
国
公
私
立
大
に
同
一
に
適
用
さ
れ
る
か
。

三

「
事
務
連
絡
」
の
別
添
資
料
（
資
料
�
）
に
あ
る
総
点
検
・
見
直
し
の
進
捗
状
況
調
査
と
結
果
調
査
は
、
ど
の
よ
う
な
手

段
に
よ
っ
て
行
う
か
。
実
地
検
分
や
電
話
調
査
等
を
行
う
か
。

四

私
立
大
学
に
お
い
て
は
、
各
大
学
の
建
学
の
精
神
や
学
風
、
伝
統
等
か
ら
、
（
資
料
�
）
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
あ
げ
ら

れ
る
規
則
・
運
用
の
見
直
し
が
他
大
学
と
同
一
で
な
か
っ
た
り
、
そ
の
進
捗
が
（
資
料
�
）
の
「
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
」
ど
お

り
に
進
ま
な
か
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ
り
え
る
。
そ
の
場
合
、
こ
う
し
た
事
態
を
法
律
違
反
と
認
識
す
る
か
。
ま
た
、
そ
の

よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
政
府
は
と
る
つ
も
り
か
。

五

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
「
タ
イ
ム
テ
ー
ブ
ル
」
を
全
私
立
大
学
に
一
律
適
用
し
た
り
、
規
則
・
運
用
の
見
直
し
や
進
捗
に
あ

る
程
度
の
幅
を
認
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
、
「
私
立
大
学
の
自
主
性
・
自
律
性
・
多
様
性
（
中
略
）
な
ど
各

二



大
学
の
実
態
に
即
し
た
改
革
が
な
さ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
」
を
求
め
る
附
帯
決
議
に
違
反
し
な
い
か
。

六

「
事
務
連
絡
」
の
別
添
資
料
（
資
料
�
）
の
二
ペ
ー
ジ
目
の
学
長
選
考
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
項
目
は
、
私
立
大
学
や
公
立

大
学
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
す
な
わ
ち
、
各
公
立
大
学
お
よ
び
私
立
大
学
に
お
い
て
、
建
学
の
精
神
、
学
風
、
伝
統
等
に
基

づ
き
、
自
主
的
、
自
律
的
に
、
多
様
な
選
考
方
法
を
と
る
こ
と
は
、
法
令
の
趣
旨
に
何
ら
違
背
し
な
い
と
考
え
る
が
、
政
府

の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


